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平成26年度筑波大学重点公開講座
スポーツ科学の成果を指導@練習に活かそう
宮城県山元町での中学生との交流野球教室
奈良隆章
1. 概要
本学硬式野球部は. 2012年 1月に宮城県豆
町H郡山元IHJにおいて.震災後の復興支援活動(が
れきの撤去作業)をさせていただいた。その際
に，小学生を対象とした野球教室を行った。あ
れから 3年の月 E!を経て，野球を通じて山元IIfJ
の皆さまと再会しさらに交流を深めることを
目的とし今回の野球教室を実施した。
山元町教育委員会ならびに山元町立L]J下中学
校教諭・武内 ~11-t!1.氏，山元町立坂元中学校教諭・
三宅勝氏のご協力のT， ~I二横運動公間野球場お
よび山下中学校に本学硬式野球部関係者を派遣
し野球の技術指導を行った。また先方より要
望があった栄養講義についても実施した。
なお， この交流li}球教室は 2013年度より継
続課題として採択されている「社会貢献プロ
ジェクトJと共同でlifiHiされた。
2. 実施期日
20151F 1 )=124 E! (土)~ 2015年1月251:1 ( E!) 
3.実施場所
ドi二椅公園野球場J(宮城県亘理郡山元町山寺字
束泥沼 170-1)
IJI元町立LlJ下中学校J(宮城県豆l里郡山元町IJI
寺f.1H1:!:1 29) 
4. 講師
①奈良隆章(体育系助教，本学硬式野球部コーチ)
②)11)京啓史(葉 I~き勇進株式会社，管理栄養士)
5. 実技指導員・補助員
①硬式野球部コーチ 21:'1 
小倉圭(コーチング学専攻 1 星野健太
郎(体育学専攻2年)
②硬式野球部員 18名
板 1奇直人，大1'¥J幹j也桶谷尚Mf，工藤大ijli，
j重|井{I哲二郎，寺EI光j¥]jI，li:1野雅之.丹伊 E!湖，
li-I'I!航洋， 野々村高志， 水里子将苦(.l-j，J二3年)， 
大浮永賞，近藤哲也，汐月祐太郎，千葉裕介，
三木刻太(.l-JJ二2年)，佐藤史ì~~ ，京111)11 諒太郎(JZ， 
j二11i三)。
③芸術専 IH十字:m~学生 2 1:'1 
角田真季 (41i三)， 日高美樹 (3ij三)。
6. 参加者
総勢28人(中学生 26人，指導者2人)。
7. 実施内容
1月24日(土) (於:牛橋公歯野球場)
12 : 30 l}出器式
奈良より本野球教室の趣旨を説明した。
12 : 45 ウォーミングアップ
13 : 15 キャッチボール
13 : 30 ボール回し
13 : 40 ペッパー
13 : 50 ポジション加の守俄練習
各ポジションに分かれて守備練習を行っ
た。各ポジションのリーダーがメニューの説
明を行い，段階的な技術指導を行った。
14 : 45 休憩
15 : 00 打撃練習
一 70-
ポジション'jJIの守備練習
15 : 45 フィジカルトレーニング
{本 il!'t~トレーニングおよびベースランニング
リレーを行った。
16 : 30 ~ 1日目終了
1 )=j25 Iヨ(日) (於:UJ-Iご中学校)
9 : 00 栄養講義
J I1Jft講師より栄養講義が行われた。保護者
も10名程変参加した。
10 : 15 ウォーミングアッフ。
10 : 45 キャッチボール， カットドリル
11 : 00 ボール回し
11 : 15 シートノック
2日間の総まとめとしてシートノックを
行った。
11 : 45 打撃練習
学生が生徒に対しマンツーマンで打撃指導
をおこなった。
12 : 30 フィジカルトレーニング
13 : 00 野球教室終了
13 : 30 交流会
牛橋区民会館にて交流会が行われた。豚
汁， ピザなどを食べながら生徒と学生が楽し
く交流した。
15 : 45 I~日母式
奈良より受講生に修了誌が渡された。最後
に全員で、記念撮影を行った。
で記念撮影
8. 受講者の声
f大学生のスピード感あふれるプレーが印象
に残っているJ(1=1学生)， Iトレーニングをす
るだけではなく，適切なタイミングで質の長い
食事をする必要があることを学んだJ(中学生)， 
f大学生が生徒たちの心をつかみ，上手に指導
してくれた。特にマンツーマンで技術指導をし
てもらえたことがありがたかった。J(顧問教
諭)， I次回は亘理郡全体で開催してほしいJな
どのコメントをいただいた。
9. 総括
今回の野球教室では 2日間にわたって様々な
活動を行い，多くのことを学んでもらえたと推
察する。特に，大学生が真実IJに野球と向き合う
姿から参考にしてもらえることがあったのでは
ないだろうか。
終始和やかな雰囲気で、活動することができた
ため，学習効果も高かった。 開講式の際に，中
学生と大学生が抱き合いながら7]iJれを惜しむ姿
が大変印象的であり，本講座の成功を表してい
るようだった。
今後も活動範囲を広げて，質の高い野球教室
を実施できるよう，野球に関する研究を深める
とともに，指導員の育成を図りたい。
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